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安倍 晋三 総裁 二階 俊博 幹事長

ことができました。人生100年時代へ全ての世代が
安心できる社会を創り上げてまいります。
　７月には東京オリンピック・パラリンピックが開
催されます。躍動感がみなぎる絶好のタイミングに
あって、未来を見据えながら大きな改革に挑戦し、
新たな国創りを進めてまいります。
　その道しるべとなるのが憲法です。国会議論を通
じ皆さまへの責任を果たしていく決意です。

　令和に入って２年目となる今
年、わが党は政権政党として、
引き続き山積する内外の諸課題
に真正面から向き合い、新しい
時代を、皆さまとともに切り拓
いてまいります。
　昨年は幼児教育・保育の無償
化が実現し、最大の課題・少子
高齢化に大きな一歩を踏み出す

ならびに「令和２年度予算案」を速やかに成立させ
ることが不可欠です。
　安倍内閣は８年目を迎え、国内外から高い評価を
頂いていますが、大切なことは「謙虚」「丁寧」で
あり続けることです。
　「謙虚に学び、丁寧に説明する」という姿勢を改
めて心に刻み、国民の皆さまならびに党員・党友の
皆さまとともに政治を前に進めてまいります。

　近年、これまでの想定を超え
た自然災害が頻発しており、防
災・減災、国土強靭化の重要性
はますます増しています。通常
国会では、昨年相次いだ大雨や
台風被害からの復旧・復興対策
をはじめ、経済の下振れリスク
の回避や未来への投資を盛り込
んだ「令和元年度補正予算案」
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　私たち自民党は、日本の平和と繁
栄をこれからも守り抜きます。希望
にあふれ、誇りある日本を創り上
げ、次の世代へと引き渡す。その責
任を、全力で果たしていきます。
　ぜひ党員になって、私たちと一緒
に日本の明日を切り拓いていきまし
ょう。

【入党資格】
　○わが党の綱領、主義、政策等に
賛同される方

　○満18歳以上で日本国籍を有する方
　○他の政党の党籍を持たない方

【党費】
　○一般党員　年額4,000円
　○家族党員　年額2,000円

　お申し込みは、1面下部の事務所
までご連絡ください。また、党ＨＰ
からもお申し込みいただけます。

（平成30年党員数　1,100,879人）

改正案を議論し、国民の皆さまにお示しする責任は、国会議員にあります。しっかりとその役割を、自民党は果たします。

☆未来へつなげるインフラ整備
　県道瀬戸大府東海線は、60年以上をか
け 38.1㎞のうち 34.2㎞が整備済み。現
在、長久手と瀬戸市内で未整備区間があ
ります。令和元年の要望活動で、国土交
通省より前向きな発言をいただきました。
社会資本整備総合交付金を活用する県道、
重点道の駅および下水道事業などのイン
フラ整備をさらに促進するため、市・県・国で連携し全力で取り組む決意
です。

国・県・市町と政権与党との
密接な連携があればこその着実な進展

令和元年度「学校施設環境改善交付金」
令和元年12月19日（木）発表

尾張旭市　トイレ改修費用等	 1億6063万円
　　　　　屋外教育環境費用等	 2712万円
日進市　　トイレ改修費用等	 3971万円
豊明市　　トイレ改修費用等	 3444万円
　　　　　統合改修費用	 1億5150万円
大府市　　屋外教育環境費用	 1094万円

合計4億2434万円

☆子供たちの未来のために
　瀬戸市において、令和 2年 4月に小中
一貫校「にじの丘学園」が開校予定。本
校の建設にあたっては、文部科学省を中
心に農林水産省・環境省などから約 24億
円の国費が投入されました。子供たちの
未来のため、本学園を中核として進めら
れる小中一貫教育の推進や閉校となる各
小中学校の跡地利活用に全力で取り組む決意です。

　豊明市において、外国籍の児童生徒に
対する日本語教育の充実にさまざまな取
り組みがなされています。公立学校に在
籍する日本語指導が必要な児童生徒数は
5万人以上で今後、人数はますます増加し
多言語化すると考えられます。すべての
子供たちの夢が叶う多文化共生社会の実
現を目指し、地域の皆さまと共に取り組む決意です。

財務省（公共事業担当）に申し入れ

地元中学校の生徒の皆さんと

文部科学省への説明資料

鈴木じゅんじ衆議院議員のポスター掲示のお願い
※ご協力をいただける方は、瀬戸事務所 0561-89-3611 までご連絡下さい。




